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論文内容の要 旨
〔目的〕
先に松倉教授は指紋の流れ方向について、何らかの生物学的支配があるであろうとする考えの下に、
11旨紋回転力」なるものを想定し、その回転力の加わり方によって、指紋を「その流れ方向」なる形
質に関し、 B.U.S.R.の生つの回転方向型に別つべきものとし、その生物学的意義につき若干の基礎的
報告を行なった。
私がここで報告するものは、上記松倉教授の提唱する意味での「指紋回転方向」、「指紋回転力価」
及びこれらより導き出された「個人指紋回転示数」を、一般大衆、親子問、及び双生児聞の各群別に
調査し、そこに何らかの生物学的意義があるかどうかを検討したものである。
〔方法ならびに資料〕
1. 指紋を、その流れ方向につき、一定の規準の下に B. U.R. S.の 4 型に分類する。
2. 指紋の流れ方向は、これを回転させる力 (Rotation Power) によって定まるものと想定し、か
っその力がB→U、→ S→ Rの順に強く働くものとして各指毎に B型… 0 、 U 型… 1 、 S 型… 2 、 R
型… 3 の価(回転力価)を与える。
3. 各指の力価を 1 個人10指につき、総合したものを、指紋の「個人回転数J (Personal Rotation 
lndex …P. R. I.) とする。このようにして、指紋の回転方向についての 1 個人の指紋の構成をたとえ
ば10、 15、の如く簡単な示数で把握する。
資料としては、
A. 一般大衆群
B. 家族群
c. 双生児群
1 ， 584人(男性856人女性728人)、
998人(男性534人女性464人)、
444人 (E Z182人 Z Z116人 P Z146人)の指紋を用いた。
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〔成績〕
1. B.U.S.R. 4 型の出現状況
回転方向からみた指紋型では、 U 型が圧倒的に多く、次いで、、はるかに頻度が下って R型、 S 型の
順となり、 B 型が断然少ない。この各型の出現頻度は、一般大衆と家族群との間ではほとんど一致し
ているが、双生児群をみると、前 2 群との聞に明らかに有意差を認め、特に B型紋においてその差が
著しく、しかもその差は双生児の種類によって特徴づけられ、 EZ において4.78% と最も高く、一般
大衆の出現頻度 (2 .48% )に倍しており、 ZZ (3.10%) がこれについで高く、 PZ (2.60%) にお
いては一般大衆とあまり変らない頻度を示している。このような双生児の卵生別間の著しい差は、特
殊な生物学的意味をもつものとして注意せられる。性別では、 B 型紋及びU型紋が明らかに女性に多
く、指別では、 B 型紋と R型紋が男女に拘らず第 H 指に多い。B.U. S.R.を通じていえば、男女とも、
B及び R は H 指に、 U は V指に、 S は町指に最も多く現われる c
対向紋としては自型と同型のものがみられる率が高く、 B 型紋において特にその一致度が高い。こ
のことは、 B 型紋の特性として指摘される。
2. 指紋回転示数 (P. R. I.) の一般出現頻度
P.R.I .は理論的には O から 30にいたる 31型があるが、そのうち中間の11~15程度のものが多い。こ
れは、 B 又は R に偏するものが少ないことによるもので、このことは極端に偏するものが少ないとい
う一般生物現象に一致する。又女性ではP.R.I .の小さい側に幾分傾いているがそれは女性に B型紋が
多く見られるという指紋の特徴的な性差によるものであろうと考えられる。
3. 指紋回転示数 (P.R.I.)の親子、同胞聞の関係
(1) 両親の P. R. I.の差の大小と子供の P. R. I.の関係
両親の P. R. I.の差の聞きが大きくなるほど子供全部がその聞に入る家族が多くなり、反対にそ
の差が小さくなるほど子供の大部分がその値の外に出る。このことは、指紋の他の形質にも見ら
れる親子聞の特殊な関係に一致する。
(2) P.R.I.の両親と子供間及び双生児聞の相関
親子聞の相関は+0.45670で相当に高い。他方双生児調査において EZでは十0.82798 と著しく
高い相関を示し、 ZZ でも親子間よりなお高い値を示す。同胞聞及び PZ においては低い。
4. P. R. I.の遺伝学的解析の可能性について
前に述べた成績より P. R. I. が仮りに、遺伝に支配されるものとすれば、同義因子による支配が先づ
考えられるが、種々検討の結果、現在のところそれは 2 個の優性同義因子を想定して解析可能なので
はないかと思われる。ただその場合、その優性同義因子数(因子型)に対応する具体的な現象型とし
ての P. R. I.の区分づけについては、なわ今後の検討を必要とする。
〔総括〕
1. 指紋をその隆線の流れ方向を基にして一定の基準の下にB.U. S. R.の 4 型に区別するにその一般
出現率は常に U>R>S>Bの順を示す。
2. 女性で、は男性に比して U及び Bが明らかに多く出現する。
3. 指別では男女とも B及び R が H 指に多く、 U がV指に多く、 S が町指に多い。
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4. 各型とも対向紋として自型と同ーのものが最も多く出現する。 B 型でその一致度が特に高い。
5. 双生児では EZ において B型紋が他の双生児組ならびに一般大衆集団に比して特に多い口
6. 指紋がこれら B. U. S.R.に別たれるのは、隆線を回転する生物学的な力(回転力)が働くことに
よるとして、その力として B に対して O 、 U に対して l 、 S に対して 2 、 R に対して 3 なる価(回車三
力価) を与え、これを 1 個人10指につき綜合したものを 「個人指紋回転示数J (松倉) (Personal 
Rotation Index …P. R. I.) とすると、
(1) その両極端のものは極めて稀で中間値 (11~ 15) 程度のものが断然多く、
(2) 各調査群聞ではその出現頻度がほぼ一定し、
(3) 親子聞に明らかに正相関関係があり、
(4) 特に双生児の EZ組においてその相互間の相関が著しく大きい、
等の生物学的性状を示す。
7. 前項のことから指紋の流れ方向はこれを P.R.I .で表現することによって、遺伝学的解析が可能
であろうと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本論文は、 í;f"旨紋の流れ方向」が単なる偶然的な現象なのか、または遺伝などに支配される生物学的
な意義を持つものかを検討したものである。すなわち指紋をその流れ方向によって、 B. U. S. R.の 4 型
に分類して、これを統計的に調査したところ、これら 4 型の出現頻度が、一般集団毎に一定している
こと、男女聞の性差があること、双生児の卵性に応じた出現頻度の特徴がみられること、親子閉また
は双生児相互間に特定の相関関係がみられることなどが知られた。そこで仮に、この指紋の流れ方向
を支配する生物学的な力価を各型別に想定し、これを一個人10指で総合したものを、個人指紋回転示
数 Personal Rotation Index (P. R. I.) としてその一般大衆における分布が集団毎に一定しているこ
と、親子聞に特別の関係がみられることなどを基礎として、遺伝学的解析の可能性を検討した結果、
この P.R.I .を表現型とする 2 個優性同義因子による解析が可能であろうとする結果を得た。これは指
紋の遺伝に関する興味ある知見の一つであると考えられ学位に値するものと認められる。
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